
授業科目名 観光と交通
科目コード G2403L09

英文名 Tourism and Commuting

科目区分 観光専攻科目 - 観光事業・マネジメント

職名 非常勤講師  担当教員名 青木　亮  

学部 現代社会学部 学科 現代社会学科

曜日 集中講義  時限 集中講義  

開講時期 3年後期 授業の方法 講義

必修・選択 選択 単位数 2単位

授業の概要 交通と観光の現状、地域に及ぼす影響を分析する

キーワード ①地域交通 ②観光 ③料金決定 ④地域開発 ⑤ディスカッション力

到達目標

①交通事業の現状と諸課題について理解できるようになる。

②観光事業について、現状を理解できるようになる。

③交通事業や観光事業について、資料をもとに論理的な議論ができるようになる。

 

 

ディプロマポリシー 2.国際人としての能力（専門性の向上）  

カリキュラムポリシー ⑥幅広く多様な専門知識の修得 ⑦観光に関する専門性の向上

キー・コンピテンシー（重視する能力）

コミュニケーション力 協働力 課題解決力 人間理解力 教育支援力

○  ◎   

教授方法（授業方法）

知識教授型 対話型授業 演習・反復型授業 グループ演習 地域ﾌｨｰﾙﾄﾞ
ﾜｰｸ

授業外学修指導・
自主活動

◎  ○ ○   



授業計画

回数 授業内容 詳細 標準時間

第1回

ガイダンス、講義の概略、交通事業の特性

【予習】  

【復習】  

第2回

交通機関の種類と特性
輸送統計からみる旅客輸送の状況

【予習】  

【復習】  

第3回

観光市場の現状

【予習】  

【復習】  

第4回

ディスカッション：新型コロナと観光事業

【予習】  

【復習】レポートの作成  

第5回

交通事業における規制

【予習】  

【復習】  

第6回

交通事業における規制緩和

【予習】  

【復習】  

第7回

需要分析の基礎（需要の決定要因、需要曲線、需要の価格弾力性、一般化費用など）

【予習】  

【復習】  

第8回

ディスカッション：規制緩和と公共交通の維持

【予習】  

【復習】レポートの作成  

第9回

料金理論の基礎（需要曲線と供給曲線、余剰の概念、独占下の料金）
ホテルや旅館の価格設定

【予習】  

【復習】  



第10回

交通事業における価格決定（総括原価方式：収支均衡を達成する運賃・料金）

【予習】  

【復習】  

第11回

インセンティブ規制（標準原価方式、プライスキャップ規制）

【予習】  

【復習】  

第12回

ディスカッション：航空会社の価格戦略、なぜ航空会社は格安航空券を販売するのか？

【予習】  

【復習】レポートの作成  

第13回

地域開発と社会資本投資（交通事業や観光事業への影響）

【予習】  

【復習】  

第14回

費用便益分析

【予習】  

【復習】  

第15回

ディスカッション：北陸新幹線開業が地域に与える影響

【予習】  

【復習】レポートの作成  

第16回

 

【予習】  

【復習】  



評価方法 授業への参加状況50％、レポート50％

使用資料
＜テキスト＞

テキストは使用しません。パワーポイント
をもとに授業を進めます。

使用資料
＜参考図書＞

竹内健蔵著『交通経済学入門』有斐閣ブッ
クス

授業外学修等  

授業外質問方法 ｅ－ｍａｉｌ：maoki@tku.ac.jp

オフィス・アワー  
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